
七小学校だより 古河市立古河第七小学校

『杉の子』 №２１
～七小っ子たちの日々のドラマをお伝えします～ 令和２年１０月２９日

１０月３１日（土）に実施されるセブンフェスティバルに向けて，準備が着々と進んでい
ます。２６日（月）６校時には，５年生が係打合せを６年生は発表の準備をしました。
今年度は，新型コロナウィルス感染症対策等もあり，６年生のラストランに一緒に走る保

護者の方のみの参観です。また，運動会と杉の子祭りの要素を融合された内容になっており，
６年生を中心にアイディアを出し合い，作り上げた内容となっています。
当日はどんなフェスティバルになるか，今からとても楽しみです。

セブンフェスティバルの準備
をしている中，校庭の状態が悪
く，職員で手分けしてグランド
のメンテナンスをしています。
今年は雨続きだったのもあり，
土壌が悪く，校庭に何か入ったのか？！と思うくらいひどいデコボコ状態が…。セブンフェ
スティバルでは気持ちよく，「くつとばし」や６年生の「ラストラン」ができるように，メ
ンテナンスは継続していきたいです。
なお，右の写真は，フェスティバルのために，サッカーゴールを移動しました。
当日，七小っ子一人一人が楽しめるように・・・・・。

１０月２７日（火）６年生を対象に薬物乱用防止教室が体育館と図工室で実施しました。
講師として，少年サポートセンターつくばから１名と古河警察署から２名が来校し，薬物

の恐ろしさや危険性に対して，映像を交えながら，お話してくださいました。

１０月２４日（土）茨城新聞「ワイド広場：川
柳」に古河七小の作品が掲載されました。大洗遠
足での思い出をテーマに取り組み，応募したとこ
ろ，４年生５名の作品が選ばれ，掲載されました。

大洗サメやマンボウでかかった
ペンギンが下から見ると飛んでいる
マンボウと写真がとれてうれしいな
イルカショー水がかかってびしょびしょだ
おいしいなみんなで食べたおべんとう


